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研究成果の概要（和文）：中国浙江省紹興市で生まれ育った一人娘40名に対して、インタビュー調査を行い、一
人娘の結婚と出産、および一人娘と親との世代間関係を調査した。一人っ子世代の誕生と一人娘家庭の大量出現
により、中国の父系親族規範が双系化するとこれまでの研究で通説となっていたが、本研究ではいまだに中国社
会では父系親族規範が維持されていることを検証した。また、親世代と子世代は相互扶助の原理に基づき、親は
子世代に将来の扶養や介護を期待しつつも、子世代のライフイベントに大きく関与していることも明らかになっ
た。

研究成果の概要（英文）：Forty only daughters born and raised in Shaoxing, Zhejiang Province, China, 
were interviewed to investigate the marriage and childbearing of only daughters and the 
intergenerational relationship between only daughters and their parents. Although it has been a 
common theory in previous studies that the birth of the only-child generation and the emergence of 
large numbers of only-daughter households have led to a bicentennialization of the patrilineal 
kinship norm in China, this study verified that the patrilineal kinship norm is still maintained in 
Chinese society. It was also revealed that the parental and child generations are based on the 
principle of mutual support, with parents expecting their children to provide future support and 
care for them, but also being heavily involved in their children's life events.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
学術的には中国社会の人口政策と家族・親族規範との関連を解明した点であり、社会的意義としては公的な社会
保障制度が十分でない中国社会ではいまだに親子間の相互扶助は人々のライフイベントを形づけ、人々のウェル
ビーイングに大きく寄与していることを明らかにしたことです。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
本研究の学術的背景には、中国で 1979 年から 2015 年までの 36年間続いてきた一人っ子
政策がある。一人っ子の人口は、2007 年末に 1.5 億を超え（楊・王 2007）、2010 年に 1.64
億を超えている（辜 2016）。これらの一人っ子は一つの世代を形成し、中国社会の人口構造
もさることながら、家族・親族制度を始め、中国社会を大きく変容させると言われてきた。 
 これまで息子と同居し、息子によって老後扶養されることは、公的年金制度と医療保険制
度が整備されていない農村部の大部分の高齢者と、社会保障制度を享受できない都市自営
業者にとっては、老後の主な生活保障であった。しかし、一人っ子世代の出現は、４人の祖
父母、２人の親と１人の孫により構成される「4・2・1家族」をもたらし、老親扶養責任の
過重が予想される。これは、高齢者扶養を私的扶養に大きく頼る中国社会にとっては、社会
の安定を根底から揺るがしかねない事態を招くことになる。同時に 1.64 億の約半数の家庭
は娘しか持たない現実は、息子と同居し、息子による継承・相続と祖先祭祀を原則とする父
系的な親族規範、いわゆる父系のみでの家族・親族の再生産を不可能にしている。 
 一人っ子世代の誕生が、伝統的老親扶養モデルと父系親族規範に変質をもたらすかに関
しては、これまで相反する知見が共に提示されてきた。一方では、一人っ子政策の実施によ
り、娘しかいない世帯数が増加している。娘しかいないことは、財産相続や老親扶養・介護
における娘の重要度の高まりを意味し、父系的な親族関係の変容をもたらすと指摘されて
きた（小浜 2015）。実際に夫側と妻側の親元に、それぞれ住まいを構え、決まった期間をど
ちらかの親元で生活し、双系的な親族関係を形成している事例もある（黄 2014）。他方、富
裕層にとっての資産継承者や貧困層にとっての老後扶養者として、息子が希求されるため、
新生児性比のアンバランスが見られ、父系的な親族規範がむしろ強まっているという研究
も見られる（田・王 2008）。また、一人っ子世代の子どもの姓をめぐって、父系親族規範に
沿い父方の姓を継承するのか。それとも母方の姓を継承するのか。または他の形をとるのか
について、夫婦、双方の親の間に対立が生じ、夫婦間不和や離婚が多く発生している。 
 結局、一人っ子世代の誕生が、中国伝統的な老親扶養モデルである「養児防老」、および
息子との同居、息子による継承・相続と祖先祭祀を原則とする父系的な親族規範に変質を
もたらすのか（本研究の学術的問い）。この問いは、高齢者の生存の質や社会の安定に関わ
る現実的な問いであり、また人々の生き方や社会構造を理解する上で根本的な問いでもあ
る。さらに、この問いは、少子化が進行し子ども数が減少する先進諸国においても、老親介
護ネットワークや子育てネットワークの変容をはじめ、家族や親族関係が大きく変化して
いるゆえ、人口学的変動と家族・親族の変容を解明する上でも重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究は、一人っ子世代の女性対象者を通して、女性の生家と婚家との関係を比較研究す
ることにより、一人っ子世代の誕生が、中国伝統的な老親扶養モデルである「養児防老」(息
子による老親扶養モデル)、および息子との同居、息子による継承・相続と祖先祭祀を原則
とする父系的な親族規範に変質をもたらすのかを検証する。これは、従来の一人っ子研究で
注目されてこなかった一人っ子世代が社会に与える影響に焦点を当てることにより、少子
化が進行する現代社会の人口学的変化と家族・親族の変容を解明する独自の視点を提供す
る。 
 
３．研究の方法 
文献調査とともにインタビュー調査を実施した。一人っ子の有配偶女性で、現在子どもを
もち、夫方と妻方の双方の親が生存している対象者（40 名）に対して、2019、2020、2021
年に本調査と、2021 と 2023 年追調査を実施した。 
調査方法は機縁法によるものである。知人（調査対象者に知人や友人を紹介してもらった
ケースも含む）を通して、すでに結婚し子どもを一人以上もち、かつ一人娘である一人っ子
世代の女性対象者を募集し、中国語標準語による半構造化したインタビューによる調査を
行った。一人当たりの調査時間は 1.5H〜２Hである。調査対象者の承諾を得て、インタビュ
ーの内容を録音した。 
 
 



４．研究成果 
・「後継者の獲得をめぐる世代間の交渉——中国の一人っ子世代の出生をめぐって」（2021
年）比較家族史研究学会『比較家族史研究』第 35号:99-131 
・「一人っ子世代の婚資のあり方からみる双家の後継者確保戦略——中国浙江省紹興市の事例
研究から」（2022 年）明治大学社会科学研究所『明治大学社会科学研究所紀要』60(2):115-
135 
・「一人っ子世代の第二子の出産をめぐる世代間の交渉——中国浙江省紹興市の事例研究か
ら」（2023 年）『比較家族史研究』第 37 号:118-145 
・『中国の一人娘は出産とどう向き合うのか：一人っ子政策／結婚／世代間交渉』(2024 年)
青弓社 
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